
パネルディスカッション２
周産期のメンタルヘルス上に課題のある
保護者と子どもへの介入を考える

第37回日本総合病院精神医学会総会

日時:2024年11月30日（土）13:10 ～ 14:40
場所:第4会場（熊本城ホール 3F 中会議室E1＋E2）

メンタルヘルス上の課題を持つ保護者の養育が、子どもの情緒・行動
上の問題に大きく影響します。妊娠・出産時期からの保護者の精神医学
的介入と、子どもの早期の評価・介入が望まれます。

児童・青年期委員会と周産期メンタルヘルス委員会の共同企画として、
医師、看護師、ソーシャルワーカー、心理師による多職種で、症例を通
じた子どもと保護者に対する多角的、包括的支援のあり方を検討します。
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